
可
間
小
説
怨
十

返却
問
仕
候
へ
ど
も
、
後
に
は
彩
も
み
え
宇
混
成
、
益
敷
叉
金
調
伸
へ
立

防
り
此
段
巾
上
、
迷
惑
が
り
候
へ
ぽ
御
笑
被
成
、
金
子
左

E
被
下
、

京
都
へ

m
m
m
候
。
以
後
々
々
迄
も
此
都
巾
出
で
成
宮
巾
旨
、
持
孫
訓
削

十
郎
某
陀
肉
ひ
物
証
川
仕
候
。

一
、
竹
生
ぬ
の
中
納
言
松

琵
包
湖
の
竹
生
烏
は
一
石
山
陀
て
、
舶
に
て
参
候
も
、
あ
が
り
目
は

只
一
筋
所
有
之
休
に
候
。
来
酋
近
江
梅
津
港
よ
り
、
舟
K
て
徒
越
候

時
‘
ぬ
の
伴
腹
絶
伎
の
所
K
.
そ
な
れ
松
の
見
都
陀
校
た
れ
候
松
有

之
候
。
船
頭
申
・
候
は
.
此
松
は
千
賀
松
と
も
‘
中
納
言
松
と
も
糾
へ

候
旨
巾
候
陀
付
、
共
い
は
れ
有
之
か
に
野
候
へ
ば
、
加
賀
中
納
官
級

御
上
治
の
時
.

一
度
此
島
へ
被
成
御
座
候
。
共
節
は
此
松
別
て
様
子

も
見
事
に
候
故
、
御
同
氏
切
り
J
A
R
川
町
へ
指
越
候
出
版
陀
今
津
梅
津

の
者
共
へ
被
仰
付
、
共
節
指
上
候
は
ど
、
千
食
目
御
褒
美
可
被
下
旨

被
仰
波
候
へ
ど
も
、
如
何
に
仕
候
て
も
と
宮
市
中
印
刷
雛
成
.
御
断
中
上

候
。
此
故
此
名
付
申
候
旨
巾
候
。

一
、
尼
子
伴
左
衛
門
と
河
合
内
匠

政
長
十
六
年
辛
亥
微
妙
公
十
九
歳
の
時
.

左
術
門
諸
問
叫

udf利岡山
wmm
御
手
う
ち
に
被
成
候
。
此
趣
は
或
時
御
子

於
金
時
伸
御
披
内
、

尼
子
山
T

小
姓
柏町蜘
K
H

何
某
が
部
舎
に
て

、
右
半
左
衛
門
弁
御
子
小
姓
河
合
内

匠
噌
島
町
沼
安
を
催
し
、
=
一
味
線
な
ど
も
て
は
や
し
候
庭
、
御
徒

横
目
見
廻
り
候
に
付
俄
陀
相
止
め
、

h
T
左
術
門

内
匠
と
も
に
致
邸

宅
候
。
然
皮
念
忙
召
K
参
り
b
T
左
衛
門
提
出
候
庭
、
段
々
被
仰
立
候

て
御
手
討
K
被
成
候
。
内
匠
も
召

K
傘
候
成
、
叉
不
及
拠
出
候
旨
巾

来
候
。
度
々
の
伎
に
て
桜
子
不
分
明
、
無
心
許
候
に
付
、
内
庇
先
づ

紺
屋
坂
迄
罷
越
、
今
の
山
本
源
左
衛
門
宅
地
溢
作
都
と
巾
商
目
の
家

有
之
.
先
へ
立
寄
承
合
候
へ
ば
、
御
子
小
姓
都
合
陀
て
不
作
法
の
仕

形
有
之
、
宇
左
衛
門
御
手
討
様
子
也
。
内
匠
も
同
事
に
思
召
K
て
、

呼
K
被
地
候
底
、
内
庇
俄
瑞
m
山
公
御
山
山
愛
の
者
に
て
、
共
上
陀
微
妙

公
へ
御
附
被
成
候
首
尾

K
候
。
左
様
の
者
を
御
手
討
に
被
成
候
て

は
、
瑞
能
公
思
召
如
何
可
有
之
や
と
、
御
近
習
K
て
箆
臓
の
m
A
指
切

也
候
。
内
匠
父
惣
三
郎
、
守
山
御
城
下
に
て
五
百
五
イ
石
被
下
‘
御

彩
公
仕
候
底
・
内
匠
哲
哉
の
時
、
父
病
死
い
た
し
、
共
妻
美
女
に
て

後
家
陀
罷
成
候
を
、
瑞
飽
公
被
召
佼
候
て
‘小
少
将
と
開
制
し
山
政
い
た

し
、
内
匠
主
部
合
子
に
仕
置
供
出
国
‘
名
を
艇
と
御
呼
被
成
、
知
行
百

石
被
下
・
殊
の
外
御
鎚
愛
‘
設
夜
御
傍
K
混
在
候
。
或
時
上
使
官
官
之

時
分
、
御
膝
の
上
へ
あ
が
り
慌
在
候
。
凱

-
H
K
く
き
奴
め
か
た
。
乎

前
無
子
事
は
知
れ
申
柑
す
な
が
ら
、
如
子
陀
仕
罷
在
候
と
て
.
御
笑
敏

成
候
稜
の
様
子
也
。
臨
時
八
哉
の
時
内
底
と
御
改
裕
、
百
五
十
石
御
加

増
被
下
二
百
五

4
石
に
成
巾
侠
て
、
微
妙
公
へ
御
附
被
遊
候
。
牟

左
衛
門
御
手
討
以
後
・
御
家
老
衆
指
聞
に
て
・
内
庄
は
越
中
氷
見
図

泰
寺
へ

立
退
け
被
申
候
。

図
世
帯
寺
に
罷
在
候
内
・
前
髪
も
取
出叩
候。

此
時
酬
明
龍
公
は
守
山
に
御
在
披
陀
付
、
金
棒
よ
り
瑞
飽
公
へ
御
家
中

の
朗
々
、
何
に
て
も
献
上
物
仕
炉
、
節
は
、
必
宇
内
匠
へ
も
昔
物
仕
候
。

八起
も
刑
制
叫
公
へ
奉
針
候
て
の
事

K
候
。
か
桜
校
出
閉
山
故
.
右
の
節
御

近
習
の
裁
、
御
手
討
を
悦
申
も
お
成
事
也
。
右
小
少
将
病
死
の
後
.

震
名
川
柳
小
扶
助
十
郎
被
沼
山
.
内
陸
は
今
の
河
合
山
也
九
郎
副
叫
父
也
。

宅
地
は
味
噌
蹴
町
以
前
寺
西
新
七
宅
よ
り
.
今
の
大
野
木
合
人
宅
脳
出

て
共
宅
地
也
。
扱
右
の
翌
年
内
匠
十
八
歳
の
時
、
瑞
龍
公
よ
り
御
防

相
訊
御
免
許
被
成
‘
御
馬
姻
組
K
被
仰
付
候
。
此
仰
は
父
の
名
惣
三
郎

に
罷
成
候
。
叉
共
翌
年
十
九
設
に
て
.
大
坂
御
陣
御
供
い
た
し
、
山

森
吉
兵
衛
と
一
所
K
鎗
を
合
せ
、
h
H

川
名
仕
候

へ
ど
も
、
右
の
首
尾
有

之
に
付
、
御
取
上
無
之
候
て
、
共
後
は
抗
間
務
院
様
御
成
式
帯
に
被
仰

付
候
。
微
妙
公
認
去
の
年
、
最
平
山
珂
も
年
寄
候
問
、
惣
三
郎
と
巾
も

可
直
や
と
御
崎
有
之
。
共
段
竹
関
市
三
郎
よ
り
内
狩
巾
開
候
に
付

可
翻
小
鼠
器
十

或
時
惣
三
郎
よ
り
御
肴
致
献
上
候
へ
ば
、
御
満
悦
被
遊
侠
旨
被
仰
出

候
。
此
年
十
月
御
逝
去
被
遊
・
共
翌
年
wW公
よ
り
百
五
十
石
御
加
精

紋
下
・
四
百
石
に
被
成
、
足
蹴
朗
被
仰
付
。
岡
正
は
大
阪
去
の
御
下
心

も
有
之
山
、
い
づ
れ
も
巾
候
。
問
一
即
日
酔

mmug

一
、
有
徳
公
通
事
三
ク
僚

岨，
‘v

，t

今
京
都
の
町
皆
、
勢
州
自
子
の
人
外
栴
玄
釣
は
、
紀
州
側
の
者
也
。

此
人
の
話
に
今
の
上
級
・
有
窓
会
官
民
御
の
目
、
俄
正
常
召
御
登
妓
陀

て
.
直
に
御
総
統
被
成
炉
、
に
付
.
一
件
ぴ
紀
緋
へ
御
飾
不
被
成
候
。
然

出
抽
絡
に
御
居
間
溢
御
道
具
の
矧
‘
一
物
も
御
取
寄
不
被
成
候
。
被
召

使
候
衆
と
て
も
、
共
自
の
常
得
人
奥
表
と
も
被
話
召
、
共
外
は
絡
に

召
不
巾
候
。
常
々
大
屋
武
右
術
門
と
巾
人
御
m
m
k
入
り
御
召
使
に

候
。
此
人
御
格
別
に
候
問
、
多
分
御
召
可
被
成
と
、
諸
人
奉
祭
候
民
、

是
も
絡
に
御
呼
不
被
成
候
。
只
今
五
六
百
石
取
足
抑
制
政
相
勘
候
。
御

道
具
の
類
‘
御
召
料
の
御
銀
問
弁
御
刀
・
脇
刺
の
御
指
替
得
、
か
様
の

御
身
K
モ
ひ
巾
も
の
-
色
宛
.
同
疋
も
山
知
格
陀
て
被
箆
召
供
。
御
近
習

衆
心
附
候
て
持
参
仕
候
。
か
械
の
慌
に
て
存
知
候

へ
ば
.
浪
人
の
級

に
山
中
存
候
。
只
今
御
苔
沓
の
桜
陀
巾
儀
は
、

一
回
無
之
俄
に
脊
候。

兎
角
非
常
の
君
と
可
申
候
。
続
明
書
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